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富山湾と立山連峰に囲まれた「水と緑の王国」富山県にて、第 34 回北信越ブロッ

クスポーツ少年団競技別交流大会を開催できますことを大変うれしく思います。

この交流大会は、各競技を通して技術の向上を図るとともに、北信越ブロックの仲

間たちと友情を深めることを目的に、北信越の５県が持ち回りで毎年開催しているも

のです。

さて、日本スポーツ少年団は、スポーツによる青少年の健全育成を目指し、日本体

育協会創立 50 周年を迎えた 1962 年に創設されました。創設当初は、中学校の部活動

を単位団とする 22 団で発足したと聞いております。

その後、指導者をはじめとする関係の皆様のご尽力により、団数 35,000 団、団員数

780,000 名、指導者 200,000 名を擁する日本最大の青少年スポーツ団体となったところ

であります。

北信越ブロックでは、1962 年に先ず石川県スポーツ少年団が誕生し、その翌年には

福井県、さらに長野県、新潟県、富山県と創設が続き、今年で北信越５県全てが創設

50 周年迎えることとなります。

本大会に参加されるみなさんは、未来のスポーツ界を担うスポーツ少年団の団員で

す。

50 年の歴史ある各県スポーツ少年団の団員としての誇りと情熱を胸に、日頃鍛えた

力と技を十分に発揮し、本大会に参加できる喜びと日頃から支え導いてくださってい

る家族や指導者の方々へ感謝の気持ちを忘れずに、力一杯競技に臨んでください。

また、お忙しい中、お集まりいただいた指導者の皆さま、保護者の皆さまに厚くお

礼申しあげます。どうぞ、力の限りプレーしている団員たちに温かいご声援をよろし

くお願いいたします。

終わりに、本大会の開催にあたり多大なご協力とご尽力を賜りました関係各位に心

から感謝申しあげ、大会のあいさつといたします。

第 34 回北信越ブロックスポーツ少年団競技別交流大会

大会長　北　東　俊　夫

あ　い　さ　つ



（2）

第 34回北信越ブロックスポーツ少年団競技別交流大会役員

大 会 長 北 東 俊 夫

大 会 副 会 長 横 山 直 一 白 川 正 秋 安 田 幸 之 向 田 和 義
上 杉 　 勇 大　西　雄太郎 緒 方 和 男

顧 問 張　　　富士夫 石 井 隆 一 谷 本 正 憲 西 川 一 誠
阿 部 守 一 馬　場　潤一郎 西 川 友 之 野　上　浩太郎
橘 川 謙 三 綿 貫 民 輔 佐 治 信 忠 森 　 正 博
監 物 永 三 永 原 　 功 水　口　昭一郎 田 中 一 郎
塩 谷 雄 一 深 山 　 彬 濱 辺 正 実 木 下 公 司
林 　 雅 則 関 　 孝 治 小 竹 英 雄 林 　 正 岳
江 守 清 隆 吉 田 真 士 萩 原 　 清 林 　 泰 章
児 玉 幹 夫 小 坂 健 介 矢　島　富士雄 木 浦 正 幸
武 藤 克 己 市 村 輝 男 坂　本　祐之輔 住 谷 幸 伸
三 屋 裕 子 山　井　今朝雄 村 井 　 和 寺 井 幹 男
山 﨑 弘 一 伍　嶋　二美男

参 与 横 嶋 信 生 下 村 　 修 老 月 　 守 丹 羽 治 夫
丸 山 隆 義 阿 部 　 徹 岡 村 忠 雄 池 野 　 忠
森 山 喜 博 豊 岡 勝 彦 手 賀 昭 一 村　田　みどり
刀 根 尚 之 横 井 一 博 茅 野 繁 巳 柴 満 喜 夫
清 水 一 人 菊 池 　 渡 野 田 正 彦 渡 辺 　 茂
小 林 　 均 齋 藤 隆 雄 髙 橋 正 司

大 会 委 員 奥 村 祐 年 松 倉 弘 英 松　井　紳一郎 京 田 和 男
牛 島 和 成 久 世 幸 夫 澤 谷 泰 典 二 川 正 博
桐 田 哲 也 東 　 吉 宏 荒 屋 輝 久 酒 井 信 之
勝 山 雄 平 広 瀬 健 一 松 本 壽 夫 伊 藤 満 夫
浅　倉　日登美 紙 谷 真 紀 三 尾 秋 人 東 瀬 義 人
矢 田 晃 章 木 倉 敏 彦 山 本 幹 雄 大 森 博 彰
竹 林 浩 樹 髙 嶋 和 彦 水 野 朋 之 宮　口　佳奈代
白 倉 香 理 勝 田 健 一 牧 田 泰 純 茅 野 秀 樹
滝 澤 聖 司 澁 谷 健 一 小 黒 幸 子 大　谷　栄二郎
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東日本大震災復興支援「とどけよう　スポーツの力を東北へ！」
第34回北信越ブロックスポーツ少年団競技別交流大会開催要項兼
第12回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会北信越大会開催要項
１　主　　旨　　スポーツ少年団活動の活発化を図るため、団員に競技を通して北信越各県との交流の

場を提供し、技術の向上と友情を培うことを目的とする。

２　主　　催　　公益財団法人日本体育協会　日本スポーツ少年団
　　　　　　　　公益財団法人富山県体育協会　富山県スポーツ少年団
　　　　　　　　公益財団法人石川県体育協会　石川県スポーツ少年団
　　　　　　　　公益財団法人福井県体育協会　福井県スポーツ少年団
　　　　　　　　公益財団法人長野県体育協会　長野県スポーツ少年団
　　　　　　　　公益財団法人新潟県体育協会　新潟県スポーツ少年団

３　共　　催　　公益財団法人富山県体育協会

４　後　　援　　富山県教育委員会　石川県教育委員会　福井県教育委員会
　　　　　　　　長野県教育委員会　新潟県教育委員会　

５　主　　管　　公益財団法人富山県体育協会　富山県スポーツ少年団
　　　　　　　　富山県バレーボール協会　富山県小学生バレーボール連盟

６　開催期日　　平成２６年１１月８日（土）～９日（日）

７　実施種目及び参加数
小学男子４～６年

（団員１２名以内＋指導者（監督・コーチ・マネジャー）３名以内）×６チーム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計９０名

８　大会日程　　概ね別記日程による。

９　試合方法及び競技ルール　　別記競技別実施要項による。

10　組合せ抽選　大会主催者の責任において行う。

11　競技会場　　富山県「富山県総合体育センター」
〒 939-8252　富山市秋ヶ島１８３番地　　TEL 076-461-7138

12　宿泊場所　　富山県「アパホテル　富山」
〒 930-0842　富山県富山市窪新町 6-1　　TEL　076-432-1111

13　参加資格
　全国スポーツ少年団バレーボール交流大会に準拠し、次のとおりとする。

（１）団員（選手）
　下記の条件を満たす者で、所属県スポーツ少年団本部長が推薦する団員。

①平成２６年度日本スポーツ少年団登録している平成２６年４月１日現在、小学校４年生から
６年生の団員

②保護者に大会参加の承諾を得た上、通学校長に大会参加の届けを行なった者。
（２）指導者

　平成２６年度日本スポーツ少年団登録をしている者で、集団生活の能力に優れ、所属県スポーツ
少年団本部長が推薦する者。かつ、下記の条件を満たすこと。
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①指導者（監督・コーチ・マネジャー）のうち１名は、有資格指導者（認定員・認定育成員）で
あること。

②指導者（監督・コーチ・マネージャー）のうち１名は、公益財団法人日本体育協会公認バレー
ボール指導員、同上級指導員、同コーチ及び同上級コーチ有資格者、又は公益財団法人日本バ
レーボール協会と日本小学生バレーボール連盟が共催する全国小学生バレーボール指導者講習
会の指導者認定証を所持した者であること。

③指導者（監督・コーチ・マネージャー）のうち１名は成人であること。
（３）チーム編成は、同一単位団の団員及び指導者とする。
（４）スポーツ安全保険に加入していること。
（５）指導者は、参加競技の審判資格を有するものが望ましい。

14　参加申込
（１）各県スポーツ少年団は、参加者をとりまとめ、本部長名をもって申し込むこと。
（２）参加申込書に必要事項を記入の上、平成２６年１０月１３日（月）までに下記へ申し込むこと。
（３）申込後の参加者の変更は、特別な事情がない限り認めない。

　　【申込先】

公益財団法人富山県体育協会富山県スポーツ少年団（担当：大谷）
〒 939-8252　富山市秋ヶ島１８３番地　富山県総合体育センター内
TEL ０７６－４６１－７１３８　　FAX ０７６－４６１－７１３９
Ｅ -mail　eijiro.ohtani@toyama-sports.or.jp

15　参 加 費
（１）団員・指導者とも、１名につき　４, ０００円とする。
（２）各県スポーツ少年団は、各競技の参加者分をとりまとめ、参加申込と同時に下記口座へ振り込む

こと。

　　【振込先】

北陸銀行　五福支店　　普通口座　１００３６２０
富山県スポーツ少年団　本部長　北東　俊夫

16　携 行 品　　競技に必要な用具一式、生活用具一式、筆記用具、常備薬、
　　　　　　　　健康保険証またはそのコピー

17　全国バレーボール交流大会について
　この大会の優勝チームは、第 12 回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会に、北信越ブロック
代表として出場できる。

18　そ の 他
（１）スポーツ少年団旗（単位団旗）を持参すること。
（２）参加団員の服装について、開会式はユニフォームまたは T シャツ（各団統一のもの）を着用す

ることとし、閉会式は自由とする。
（３）所持品には必ず県名と氏名を記入しておくこと。
（４）参加者は全日程に参加すること。なお、早退、遅刻その他の自由行動は認めない。
（５）メンバーの変更については、代表者会議を経て行うこと。許可なくメンバーを変更した場合は、

そのチームを失格とする。なお、メンバーの変更を行う場合は、代表者会議時に所定のメンバー変
更用紙をもって届け出ること。緊急時においては、審判長へ届け出ること。

（６）登録選手全員が試合に出場することが望ましい。
（７）競技中の事故、病気、怪我等の発生については、応急処置を行うが、その後の処置について、主

催者等は一切の責任を負わない。
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競　技　役　員

バ レ ー ボ ー ル

会場：富山県総合体育センター

委 員 長 池 田 　 宏

副 委 員 長 谷 畑 清 春

委 員 芳 浦 哲 夫 平 田 良 宗 横 山 平 男 中 田 重 徳
禅 野 英 生 稲 井 　 勉 上 野 昭 徳 高 地 　 修
琴　坂　由美子 成 田 恵 子 西 田 　 実 池 辺 康 裕
愛 場 綾 子 三 角 　 修

競 技 委 員 長 稲 井  　  勉

審 判 長 高 地 　 　 修

審 判 員 森 久 千 鶴 徳 道 義 孝 甲 田 憲 一 菊　野　恵里奈
横 山 勝 義 村 田 正 樹 竹 森 敏 行 上 野 龍 一

記 録 員 加 藤 　 修 荒 木 顕 子 他 審 判 員

補 助 員 蜷 川 Ｊ Ｖ Ｃ 太田少女バレーボールクラブ
富山市山室中部少女バレーボールクラブ　　萩浦少女バレーボール部
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競 技 実 施 要 項

１　期　　日　　平成２６年１１月８日（土）～９日（日）

２　会　　場　　富山県「富山県総合体育センター」
　　　　　　　　〒 939-8252　富山市秋ヶ島１８３番地　　TEL 076-461-7138

３　開会式等　　開 会 式　　第１日　　　午後　１時００分
監督会議　　第１日　　　午後　１時３０分
競技開始　　第１日　　　午後　２時００分
競技開始　　第２日　　　午前　８時３０分
閉 会 式　　第２日　　　午前１１時３０分

４　チーム編成
　チームは、同一単位団の団員及び指導者で編成し、次のとおりとする。
　選手：小学生男子４～６年　１２名以内
　指導者（監督・コーチ・マネージャー）：各１名、３名以内
　但し、全国大会の予選会を兼ねているため、指導者については、以下の条件を満たすこ
ととし、この場合、指導者枠内で、コーチ・マネージャーとして２名以内の団員の参加を
認める。

①　指導者（監督・コーチ・マネジャー）のうち１名は、有資格指導者（認定員・認定育
成員）であること。

②　指導者（監督・コーチ・マネージャー）のうち１名は、公益財団法人日本体育協会公
認バレーボール指導員、同上級指導員、同コーチ及び同上級コーチ有資格者、又は公益
財団法人日本バレーボール協会と日本小学生バレーボール連盟が共催する全国小学生バ
レーボール指導者講習会の指導者認定証を所持した者であること。

③　指導者（監督・コーチ・マネージャー）のうち１名は、成人であること。

５　競技方法
（１）平成２６年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制バレーボール競技規則の国内

大会に適用される特別競技規則による小学生バレーボール・フリーポジション制競技規則
に準ずる。コートの大きさは８ｍ×１６ｍ、ネットの高さは２ｍとする。

　　更に、２１点ラリーポイント制を採用する。３セット目は、１５点を先取したチームが
勝者となる。１４点対１４点の同点になった場合、競技は２点リードに達するまで続行さ
れる。

　　コートチェンジは、リードしているチームが８点に達した時に行う。第１セット、第２
セットでリードしているチームが１１点、第３セットは８点に達した時、３０秒間のテク
ニカルタイムアウトが自動的に適用される。

（２）試合は、参加３チームずつに分かれた２ブロック（Ａ・Ｂ）リーグ戦（第１ステージ）
と、各ブロックの同順位同士が対戦する順位決定戦（第２ステージ）により順位を決定す
る。リーグ戦での勝敗が同じ場合はセット数の差、セット数が同じ場合は得失点の差によ
り順位を決定するが、得失点差も同じ場合は抽選とする。

（３）試合球は、ミカサの人工皮革カラーボールＭＶＡ５００を使用する。

６　その他
　この大会の優勝チームは、平成２６年度第１２回全国スポーツ少年団バレーボール交流
大会へ出場することができる。
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大 会 日 程 表
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競 技 組 み 合 わ せ 表
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競 技 参 加 者 名 簿
福井県
チーム名：社南Jr バレーボールスポーツ少年団男子

区　分 性別 学年 氏　　名
監 督 男 長　永　政　憲
コ ー チ 男 上　坂　　　傳
マネージャー 男 橋　本　裕　次

団員

① 男 6 手　島　健　汰
2 男 6 坪　川　陽　介
3 男 6 熊　谷　立　貴
4 男 6 三　輪　敦　紀
5 男 6 澤　　　侑　利
6 男 5 国　京　大　海
7 男 4 牧　野　丈　琉
8 男 6 三　上　拓　也
9 男 4 田　中　辰　弥

新潟県
チーム名：能生スポーツ少年団

区　分 性別 学年 氏　　名
監 督 男 清　水　　　博
コ ー チ 男 滝　澤　孝　次
マネージャー

団員

① 男 6 滝　澤　岳　翔
2 男 6 磯　谷　駿　介
3 男 5 船　田　　　空
4 男 5 小　竹　裕　太
5 男 6 久保田　史　弥
6 男 5 谷　口　　　歩
7 男 4 中　村　流　偉
8 男 4 吉　倉　悠　斗
9 男 5 山　岸　颯　太
10 男 5 山　岸　優　太

富山県Ｂ
チーム名：庄川スポーツ少年団男子バレーボール部

区　分 性別 学年 氏　　名
監 督 男 京　部　克　史
コ ー チ 男 有　澤　尚　男
マネージャー 男 柴　田　孝　博

団員

① 男 6 有　澤　拓　杜
2 男 6 脇　本　壮　太
3 男 6 田　上　　　尊
4 男 6 大　伴　勇　人
5 男 6 尾　松　朝　陽
6 男 5 辻　本　怜　要
7 男 5 坂　井　　　晴
8 男 5 松　井　武　仁
9 男 5 沖　田　拓　也

長野県
チーム名：小布施スポーツ少年団

区　分 性別 学年 氏　　名
監 督 男 藤　澤　政　志
コ ー チ 男 鈴　木　直　人
マネージャー 男

団員

１ 男 6 山　田　夏　生
② 男 6 矢　澤　雅　敦
3 男 6 丸　田　孝　樹
4 男 6 根　岸　秀　人
5 男 5 鈴　木　竣　介
6 男 5 新　崎　光　季
7 男 5 内　山　　　柊
8 男 4 福　沢　吏　矩
9 男 6 増　田　淳　平

富山県Ａ
チーム名：南条バレーボールクラブ男子スポーツ少年団

区　分 性別 学年 氏　　名
監 督 男 三　角　　　修
コ ー チ 女 三　角　和希子
マネージャー

団員

① 男 6 森　田　爽　太
2 男 6 窪　田　　　陸
3 男 6 井　川　　　心
4 男 4 井　川　　　海
5 男 4 南　部　　　響
6 男 4 松　浦　輝　彰
7 男 5 青　木　優　太
8 男 4 窪　田　　　集

富山県Ｃ
チーム名：福野バレーボールスポーツ少年団

区　分 性別 学年 氏　　名
監 督 女 田　辺　陽　子
コ ー チ
マネージャー

団員

① 男 6 清　水　建　吾
2 男 6 阪　本　楓　翔
3 男 6 川　崎　蒼　生
4 男 6 俵　　　正　宣
5 男 6 金　谷　祐　輝
6 男 5 斉　藤　椋太郎
7 男 5 梅　基　純　成
8 男 4 松　村　理　暉
9 男 4 川　崎　快　璃
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開 会 式 次 第

開 式 通 告

ス ポ ー ツ 少 年 団 の 歌 斉 唱
開 会 の あ い さ つ

国 歌 斉 唱

代 表 団 員 宣 誓
競 技 上 の 注 意

開 会 式 整 列 隊 形

長
野
県

新
潟
県

富
山
県
Ａ

正　　面

富
山
県
Ｂ

富
山
県
Ｃ

福
井
県




